
 
 

基礎学力の向上と学習習慣の定着を目指して 
～基礎学力問題集「八潮 Basic」の活用～ 

 

 

 
【八潮市教育委員会】 

１ 学年・教科  

中学校 全学年 数学 

 

２ ねらい   

生きる力の知の側面である確かな学力をはぐくむために、基礎学力の定着と学習習慣の定着を図る。 

 

３ 取組内容 

  基礎学力の定着を図ることは、確かな学力をはぐくむ根幹と考え、生徒の実態を十分に考慮し、平

成２０年度に八潮市の教職員が独自に作成した、基礎学力問題集の「八潮 Basic」をえらべる科の時

間と家庭学習で活用している。 

（１）えらべる科での取組 

えらべる科の時間（週１時間程度）の前半３０分間、「Basic」の２～４ページを各自のペース、

あるいは、グループ（６人程度）で学習をする。学習した内容の定着が図れているかを確認する

ために、15分間の確認テストを実施し、残り５分で自己評価票の記入をする。グループ学習を実

施した場合は、確認テストの平均点をグループ別に算出し公表している。グループの平均点を上

げるために、教え合う姿が多く見られ、粘り強く問題に取り組む生徒が増えた。また、例題を参

考にすれば自力解決できる問題が中心であるため、解ける喜びを味わい意欲的に取り組む生徒も

増えた。 
 

数学9 計算力アップ プリントNo.11 多項式(1)   多項式と単項式の乗法 
 

【例】次の計算をしましょう。 

(1) )76(2 baa   

aba

baaa

1412

7262

2 


 

（答） aba 1412 2   

 

(2) )4()32( yyx    

yyxy

yyyyx

1284

)4(3)4(2)4(

2 


  

(答） yyxy 1284 2   

 
次の計算をしましょう。 

(1) )23( baa     (2) )7(2 baa      (3) )84(5 baa     (4) )39(4 baa   

 

 

 

    (5) )53(2 yxx    (6) )67(8 yxx    (7) )54(3 yxxy     (8) )28( yxxy   

 

 

 

(9) )5()3( xyx    (10) yyx 4)75(    (11) xyx 6)9(    (12) )7()56( yyx   

 

 

 

 

(13) )( cbaa      (14) )432(4  baa   (15) )39(3 cbaa     (16) )296(4 cbab   

 

 

 

 

(17) aba 9)12(       (18) )7()358( abcba      (19) ababa 5)243( 22   

                               

                               

 

 

    

８年 No.９へ戻る 

          【八潮 Basic】 

 

分配法則を利用します。 

acabcba  )(  
分配法則を利用します。 

  

自主学習ができるようにするために、それ
ぞれのページに例題を掲載。 

最終ページに答えを掲載。 

数学９年 解答 

プリント No.11 多項式(1) 

(1) aba 23 2   (2) aba 142 2   (3) aba 4020 2   (4) aba 1236 2   (5) xyx 106 2   

(6) xyx 4856 2   (7) 22 1512 xyyx   (8) 22 28 xyyx   (9) xyx 155 2   (10) 22820 yxy   

(11) xyx 654 2   (12) 23542 yxy   (13) acaba 2  (14) aaba 16128 2   

(15) acaba 9327 2   (16) bcbab 83624 2   (17) aaba 9918 2   

(18) abcabba 213556 22    (19) 223 102015 abbaa   

 

間違えた問題があった場合、どのページに
戻ればよいか、それぞれのページの右下に
示し、そのページに戻って学習することが
できる。 

例題を参考に、その手順にしたがっていけ
ば、解ける問題が中心。 



小学校算数・中学校数学系統図 ～八潮Basic版～ 

領域 
 

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生 
小 中 

Ａ
数
と
計
算 

Ａ
数
と
式 

 
☆120までの数 
☆数のじゅんじょ 
 
 
☆たし算とひき算 
 
 

 
☆1000までの数 
 
☆かんたんな分数 
 
☆かけ算の意味 
☆九九，かんたんな2ケタのかけ算 
☆計算のしかたの工夫 

 
☆大きな数 No.16，17 

 
☆３けたの数のひっ算 

   No.１～４ 
☆かけ算(整数) 

No.５～10 
☆わり算(整数) 

No.11～15 
☆小数  No.22，23 
☆分数  No.24，25 

 
 

 
☆大きな数を読む・かく 

      No.１，２ 
☆切りあげ･切りすて･四捨五入 

      No.３～５ 
☆整数のわり算 No.６～12 

 
☆たし算･ひき算･かけ算・ 
わり算(小数) No.13～17 
☆たし算・ひき算(分数) 

    No.18，19 
☆計算の約束 No.20 

 

 
☆整数と小数の記数法 

      No.１，２ 

 
☆小数のかけ算･わり算 

No.３～５ 
☆整数及び小数の分数 
での表現 No.６～８ 

☆異分母分数のたし算 
ひき算 No.９～17 

☆分数のかけ算・わり算の 
一部   No.18～21 
 

 
 
 
 
☆分数のかけ算･わり算 

     No.１～12 
☆分数・小数の混合計算 

    No.19～20 
 
 

 

 
  

☆正負の数  No.１ 
☆正負の数の四則計算 
         No.２～4 

 
 
☆文字を用いる必要性と意味 
☆文字式の表し方  No.5 
☆文字式の計算  No.6 
☆文字を使った公式 No.7 

 
 
☆方程式及びその解の意味 
☆等式の性質 
☆方程式を解くこと No.8 
☆方程式の活用  No.９ 

 

 

 
 
 
☆同類項をまとめる No.１，２ 
☆単項式の加減  No.3～5 
☆単項式の乗除 No.6～10 
☆式の値     No.11，12 
☆等式の変形  No.13，14 
☆まとめの問題 No.１5～20 
 
 
 
☆二元一次方程式とその解 
の意味 
☆連立方程式とその解の意味 
☆加減法   No.21～30 
☆代入法   No.31～35 
☆加減法と代入法 No.36～40 

 
 

☆平方根 No.1 
☆平方根を含む式の計算 

      No.２～10 
 
  

☆多項式と単項式の乗除 
            No.11～１３ 
☆多項式の乗法･乗法公式･展開 

       No.1４～２０ 
☆因数分解 No.２１～２７ 
☆式の計算の利用 No.２８～３０ 

  
 

☆二次方程式を解くこと 
      No.３１～４０ 

☆二次方程式の活用 
 

 

 

 

 

 

 

【八潮Basic 5,6,7年版】  

 

（２）家庭学習での活用 

   本校では、基礎学力の定着を図るためには、家庭学習の習慣化を図ることが不可欠であると考え、

毎日、国語・数学・英語のいずれか１教科の宿題を課している。数学に関しては、週２回程度であ

るが、Basicを印刷したもの、あるいは、Basicと類似問題のプリント１枚分を宿題にしている。宿

題のプリントを家庭学習ノートに貼り、翌朝提出し、担任がチェックをしている。 

 

４ 成果と課題 

  Basic を活用することによって、

基礎学力の定着と学習習慣の定着

を図ることができてきている。この

ことにより、さらに高いレベルの問

題に挑戦しようとする生徒が増加

し、学習意欲の高揚にも繋がった。

多くの生徒の基礎学力の定着を図

ることができたものの、全ての生徒

の基礎学力の定着が図れたとは言

えず、また、身に付けた基礎学力を

実生活で活用する力に関しては依

然として課題がある。 

平成２０年度に八潮市教育委員

会より小中一貫教育の研究委嘱を

受けた本校において、今後は、小中

学校の教員による合同研修会を通

して、学習に関する課題を共有し、

小中の円滑な接続を目指した学習

指導法の工夫・改善を図っていく。

また、言語活動を重視した授業展開

や Basic の活用、家庭との連携を図

りながら、全ての生徒の基礎学力の

定着を図るとともに、活用する力の

育成を図っていきたい。 

教育に関する３つの達成目標検証テスト（計算）の結果 

 平成 17年度 平成18年度 平成19年度 平成２０年度 平成２１年度 

埼玉県 八幡 埼玉県 八幡 埼玉県 八幡 埼玉県 八幡 埼玉県 八幡 

第１学年 77.4％ 74.9％ 76.3％ 80.8％ 78.9％ 73.6％ 83.3％ 84.6％ 84.1％ 84.0％ 

第２学年 78.2％ 55.0％   76.8％ 67.6％ 82.5％ 86.1％ 84.3％ 93.5％ 

第３学年 81.8％ 77.9％ 81.0％ 77.9％ 81.6％ 88.5％ 84.6％ 87.5％ 86.4％ 89.0％ 

全体 79.1％ 69.3％ 78.7％ 79.4％ 79.1％ 76.6％ 83.5％ 86.1％ 85.0％ 88.5％ 

 

正の数・負の数 

文字式 

一次方程式 

式の計算 

連立方程式 

平方根 

多項式 

二次方程式 

算数・数学系統図を載せ、

学習内容の関連がわかる

ようにし、見通しを持っ

た学習ができる。 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H17 H18 H19 H20 H21

 

八
幡
中69.3

％ 

埼
玉
県 

79.1

％ 

八
幡
中8

8
.5

％ 

埼
玉
県 

85.0

％ 

平日における家庭学習実施時間 第１学年 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7月

4月
3ｈ以上

2～3ｈ

1～2ｈ

0.5～1ｈ

0～0.5ｈ

 

  


